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は
じ
め
に　

動
機
と
目
的

は
じ
め
に　

動
機
と
目
的

　

十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
活
動
し
た
円
山
派
の
画
家
、
渡
辺
南
岳
に
つ
い

て
は
、
円
山
応
挙
の
門
下
の
う
ち
、
「
応
門
の
十
哲
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
と
く
に
美
人

画
に
秀
で
、
江
戸
に
円
山
派
を
広
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
画
家
は
四
十
七
歳
で
亡
く
な
る
こ
と
か
ら
作
画
期
が
短
く
、
作

品
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
人
物
の
生
涯
に
つ
い
て
の
詳
細
な
伝

記
は
編
ま
れ
て
お
ら
ず
、
既
往
の
南
岳
の
評
伝
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
編

集
さ
れ
た
画
伝
書
類
の
記
述
や
、
南
岳
の
墓
誌
の
銘
文
、
弟
子
の
回
顧
談
な
ど
、
彼
の
没

後
に
作
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
主
な
根
拠
で
、
南
岳
の
活
動
期
の
文
献
史
料
は
ほ
と
ん
ど

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
結
果
と
し
て
彼
の
生
涯
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。　

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
南
岳
の
画
業
を
検
討
す
る
上
で
も
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
、
南
岳
の
評
伝
に
関
す
る
先
行
研
究
は
決
し
て
多
く
は
な
い
（
１
）

。

　

と
こ
ろ
で
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
に
は
南
岳
と
同
時
代
を
生
き
た
漢
詩
人
で
儒
学

者
の
菅
茶
山
に
関
す
る
資
料
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
子
孫
に
代
々
受
け
継
が
れ

た
一
連
の
資
料
は
当
館
に
寄
贈
さ
れ
、
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
と
し
て
平
成
二
十
七
年
に

国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
当
館
に
は
、
菅
茶
山
が
着
賛
し
た
絵
画
作
品
な
ど

を
購
入
資
料
、
あ
る
い
は
寄
贈
資
料
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
渡
辺

南
岳
の
作
品
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
な
い
こ
と
も

あ
り
、
研
究
者
の
中
で
情
報
が
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
館
蔵
資
料
の
う
ち
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
中
の
渡
辺

南
岳
に
関
す
る
記
録
や
作
品
と
、
購
入
資
料
で
あ
る
渡
辺
南
岳
画
菅
茶
山
賛
「
芍
薬
図
」

に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
二
人
の
交
流
の
様
子
な
ど
に
も
迫
り

た
い
。

１　

渡
辺
南
岳
の
評
伝
に
つ
い
て

１　

渡
辺
南
岳
の
評
伝
に
つ
い
て

　

先
述
の
通
り
、
渡
辺
南
岳
や
彼
の
作
品
を
紹
介
し
た
ま
と
ま
っ
た
伝
記
や
作
品
集
は
存

在
し
な
い
よ
う
だ
。
近
年
の
研
究
成
果
の
中
、
南
岳
の
評
伝
を
ま
と
め
た
も
の
で
は
木
村

重
圭
氏
「
渡
辺
南
岳
に
つ
い
て
」
と
、
杉
本
欣
久
氏
「
［
館
蔵
品
研
究
］
「
鯉
図
屏
風
」
と

画
家
・
渡
辺
南
岳
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。
本
稿
で
も
こ
れ
ら
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
筆
を

進
め
る
が
、
そ
の
前
に
各
論
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
先
行
す
る
木
村
氏
の
論
考
（
以
下
、
「
木
村
論
文
」
と
い
う
。
）
か
ら
み
て
い
き

た
い
。
南
岳
の
略
伝
を
記
し
た
最
も
古
い
画
家
名
鑑
と
し
て
『
画
乗
要
略
』
（
天
保
二
年

研
究
ノ
ー
ト　

渡
辺
南
岳
と
菅
茶
山
と
の
交
流
に
つ
い
て
の
覚
書

研
究
ノ
ー
ト　

渡
辺
南
岳
と
菅
茶
山
と
の
交
流
に
つ
い
て
の
覚
書
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（
一
八
三
一
）
刊
）
の
南
岳
に
関
す
る
記
述
を
引
用
し
、
そ
の
後
、
『
古
画
備
考
』
（
嘉
永

三
年
（
一
八
四
八
）
）
な
ど
南
岳
没
後
の
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
類
書

の
記
述
を
丁
寧
に
追
い
、
南
岳
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
た
。

　

一
方
で
、
同
時
代
資
料
に
も
注
目
し
て
お
り
、
南
岳
の
墓
誌
銘
や
、
南
岳
が
挿
絵
を
担

当
し
た
当
時
の
刊
行
物
、
製
作
年
が
判
明
す
る
肉
筆
画
を
紹
介
し
、
南
岳
の
画
業
を
た
ど

る
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
に
頻
繁
に
開
か
れ
て
い
た
書
画
会
の
目
録
に
よ
っ
て
南
岳
が
参

加
し
た
も
の
を
紹
介
し
彼
の
足
跡
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
南
岳
の
晩
年
に
近
い
文
化

八
年
刊
の
『
文
化
増
補　

京
羽
二
重
大
全
』
に
「
四
条
柳
馬
場
東　

渡
辺
南
岳
」
の
記
述

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
南
岳
の
居
住
地
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
南
岳
の
江
戸

滞
在
を
裏
付
け
る
円
山
応
瑞
の
二
通
の
書
簡
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
か
ら
南
岳
の
江
戸
滞

在
時
期
に
つ
い
て
特
定
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
文
化
四
～
七
年
頃
の
三
年
間
と
推
定
し

た
。
三
年
と
い
う
期
間
は
『
古
画
備
考
』
の
記
述
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
寛
政

十
年
（
一
七
九
八
、
南
岳
三
十
二
歳
）
か
ら
文
化
八
年
（
一
八
一
一
、
同
四
十
五
歳
）
ま
で
の

事
績
を
年
代
順
に
整
理
し
て
記
載
し
た
。

　

次
に
、
杉
本
氏
の
論
考
（
以
下
、
「
杉
本
論
文
」
と
い
う
。
）
を
概
観
し
た
い
。

　

杉
本
氏
は
、
木
村
論
文
に
は
な
か
っ
た
南
岳
の
弟
子
中
島
来
章
が
主
宰
し
た
「
南
岳

三
十
三
回
忌
追
善
書
画
展
覧
会
」
の
引
き
札
に
来
章
本
人
が
寄
せ
た
文
章
や
、
当
館
所

蔵
の
「
祖
餞
会
書
画
請
帖
」
と
題
す
る
摺
物
（
後
述
）
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
南
岳
が

挿
絵
を
描
い
た
俳
諧
の
刊
行
物
を
広
く
集
め
て
年
代
順
に
一
覧
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
、

い
っ
そ
う
詳
細
な
南
岳
の
画
業
や
足
跡
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

杉
本
氏
は
、
南
岳
の
江
戸
滞
在
時
期
に
つ
い
て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
三
月
に
は
上

方
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
～
五
月
に
は
江
戸
滞
在
が
確
認

で
き
る
と
し
て
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
か
ら
文
化
元
年
ま
で
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
南

岳
と
上
田
秋
成
と
の
親
密
な
交
流
に
も
注
目
し
て
い
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
を
基
に
、
南
岳
の
略
伝
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
明
和
四
年
（
一
七
四
七
）
生
ま
れ
で
名
は
巌
、
字
は
維
石
、
通
称
は
小
左
衛
門
。

・
ま
ず
応
門
十
哲
の
源
琦
（
一
七
四
七
～
九
七
）
に
学
び
、
次
い
で
応
挙
に
師
事
し
た
。

・
美
人
画
を
得
意
と
し
て
俳
諧
の
挿
絵
を
多
く
手
が
け
た
。

・
享
和
二
年
か
ら
文
化
元
年
に
か
け
て
江
戸
に
滞
在
し
円
山
派
を
江
戸
に
伝
え
た
。

・
と
く
に
谷
文
晁
一
派
と
親
密
で
、
以
後
江
戸
で
円
山
派
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

・
こ
の
頃
交
わ
っ
た
人
物
に
谷
文
晁
や
酒
井
抱
一
、
鍬
形
蕙
斎
、
亀
田
鵬
斎
ら
が
い
る
。

・
江
戸
で
の
門
人
に
、
谷
文
晁
門
下
の
大
西
椿
年
ら
が
い
た
。

・
文
化
三
年
に
は
京
都
に
戻
っ
た
形
跡
が
あ
る
。

・ 

同
八
年
に
は
四
条
柳
馬
場
東
に
居
住
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
近
く
に
呉
春
や
松
村
景

文
、
奥
文
鳴
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

・
こ
の
頃
、
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
九
）
と
親
し
く
交
流
し
て
い
る
。

・
同
十
年
（
一
八
一
三
）
正
月
四
日
に
四
十
七
歳
で
没
し
、
京
都
双
林
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
て
、
木
村
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
年
代
不
詳
の
円
山
応
瑞
書
簡
を
除
く

と
、
同
時
代
史
料
の
う
ち
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
摺
物
や
年
代
が
明
ら
か
な
作
品

に
限
ら
れ
、
個
人
の
書
状
や
日
記
な
ど
の
記
録
類
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は

す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
文
献
史
料
が
存
在
し
て
い
な
い
か
、
文
献
調
査
が
不
十
分
で
未

発
掘
で
あ
る
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。

２　

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
に
見
え
る
南
岳
と
茶
山
の
交
流

２　

重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
に
見
え
る
南
岳
と
茶
山
の
交
流

　

本
稿
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
重
要
文
化
財　

菅
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茶
山
関
係
資
料
」
中
で
確
認
で
き
る
渡
辺
南
岳
の
情
報
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
菅
茶
山
と
渡
辺
南
岳
が
交
流
を
持
っ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
茶
山
と
南
岳
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
こ
の
点
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

菅
茶
山
は
、
四
十
七
歳
に
な
っ
た
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
三
月
、
妻
の
宣
を
連
れ
て

神
辺
を
発
ち
、
吉
野
の
桜
を
愛
で
た
後
、
飛
鳥
・
奈
良
に
遊
ん
で
四
月
五
日
に
京
都
に
入

る
。
そ
の
後
九
月
十
三
日
ま
で
、
京
都
を
拠
点
に
多
く
の
知
人
や
文
化
人
た
ち
と
の
詩

作
・
飲
酒
の
交
流
を
深
め
た
。
そ
の
後
、
大
坂
に
移
動
し
若
き
日
に
交
わ
っ
た
旧
友
た
ち

と
再
会
を
果
た
し
、
故
郷
へ
と
戻
っ
た
。
こ
の
半
年
に
及
ぶ
旅
の
中
、
と
り
わ
け
京
都
で

知
遇
を
得
た
多
く
の
文
化
人
た
ち
の
中
に
は
、
呉
春
や
蠣
崎
波
響
な
ど
、
そ
の
後
、
終
生

の
交
わ
り
を
も
つ
人
物
も
多
く
、
茶
山
に
と
っ
て
実
り
の
多
い
旅
と
な
っ
た
。

　

旅
行
中
の
動
向
は
、
彼
が
旅
行
中
に
書
き
留
め
た
三
冊
か
ら
成
る
「
北
上
日
記
」
に
詳

し
い
。
茶
山
の
代
表
的
な
評
伝
で
あ
る
富
士
川
氏
の
『
菅
茶
山
』
で
も
こ
の
日
記
を
基
に

記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
で
は
三
冊
目
が
所
在
不
明
と
さ
れ
て
お
り
、
京
都
で
の
最
後

の
一
か
月
と
大
坂
の
様
子
に
つ
い
て
は
同
書
で
は
詳
し
く
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

茶
山
に
関
係
す
る
資
料
が
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
に
移
さ
れ
、
そ
こ
で
整
理
を
進
め
る
中

で
「
北
上
日
記
」
の
第
三
冊
目
を
発
見
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
の
研
究
紀
要
で
翻

刻
文
と
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
記
述
内
容
が
公
開

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
寛
政
六
年
の
茶
山
の
旅
で
の
動
向
が
い
っ
そ
う
詳
ら
か
に
な
っ

た
。
実
際
に
、
「
北
上
日
記
第
三
」
に
も
、
錚
々
た
る
人
物
た
ち
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
南
岳
の
名
前
は
こ
の
「
北
上
日
記
」
第
三
に
登
場
す
る
。
九
月

十
日
の
記
述
に
「
訪
佐
野
少
進
、
南
岳
、
川
相
忠
蔵
（
中
略
）
皆
告
別
也
（
後
略
）
」
と
記

さ
れ
る
。
四
か
月
に
わ
た
っ
た
京
都
滞
在
の
最
後
、
京
都
を
離
れ
る
直
前
に
、
茶
山
は
世

話
に
な
っ
た
人
々
を
訪
ね
て
別
れ
を
告
げ
た
が
、
そ
の
中
に
南
岳
も
記
さ
れ
て
い
る
。
も

う
一
か
所
、
そ
の
半
月
ほ
ど
前
の
八
月
二
十
七
日
の
記
述
に
「
訪
村
上
東
洲
、
街
上
遇
奥

田
南
岳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
道
端
で
偶
然
、
奥
田
南
岳
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が

茶
山
の
日
記
に
「
南
岳
」
が
記
さ
れ
た
初
出
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
二
つ
の
疑
問
が
浮
上
す
る
。
一
つ
は
「
奥
田
南
岳
」
は
渡
辺
南
岳
と
同
一
人
物
で

よ
い
か
と
い
う
疑
問
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
八
月
二
十
七
日
の
記
述
か
ら
は
、
す
で
に
両
者

に
は
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
類
推
さ
せ
る
が
、
な
ら
ば
初
対
面
は
何
時
、
ど
こ
で
あ
っ
た

か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

最
初
の
疑
問
を
解
く
上
で
、
鍵
と
な
る
の
が
「
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
」
中
の

「
甲
寅
画
巻
」
（
２
）

に
収
録
さ
れ
た
絵
画
作
品
で
あ
る
。

　

「
甲
寅
画
巻
」
は
、
寛
政
六
年
（
干
支
で
は
甲
寅
）
の
旅
で
茶
山
が
交
流
を
持
っ
た
画

家
た
ち
か
ら
茶
山
が
入
手
し
た
絵
画
作
品
を
中
心
に
十
四
点
を
一
つ
の
巻
子
に
仕
立
て
た

も
の
で
、
「
二
十
四
」
と
い
う
整
理
番
号
と
み
ら
れ
る
墨
書
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
重
要

文
化
財
指
定
以
前
は
「
画
巻
二
十
四
」
と
も
呼
ば
れ
、
当
館
の
過
去
の
展
示
会
等
で
も
こ

の
名
称
で
展
示
さ
れ
て
い
た
（
３
）

。
「
北
上
日
記
」
に
た
び
た
び
登
場
す
る
大
原
呑
響
、
蠣

崎
波
響
、
橘
南
谿
、
岸
駒
、
村
上
東
洲
の
他
、
呉
春
や
応
挙
の
作
品
も
収
録
さ
れ
、
「
南

岳
写
」
の
落
款
が
あ
る
「
雀
図
」
は
五
番
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る(

写
真
１
ａ)

。
南
岳
の

「
雀
図
」
も
含
む
冒
頭
か
ら
の
十
一
作
品
は
寛
政
六
年
に
入
手
し
た
一
連
の
作
品
と
見
て

差
し
支
え
な
い
（
４
）

。

　

と
こ
ろ
で
「
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
」
の
目
録
で
は
「
雀
図
」
の
作
者
を

「
（
渡
辺
）
南
岳
」
と
し
て
い
る
（
５
）

。
作
品
の
落
款
印
（
写
真
１
ｂ
）
が
「
田
巌
」
「
維

石
」
と
読
め
る
こ
と
、
「
巌
」
が
渡
辺
南
岳
の
名
で
「
維
石
」
が
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
渡

辺
南
岳
と
確
定
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
南
岳
写
」
の
署
名
の
筆
跡
も
、
他
の
渡
辺
南
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岳
の
作
品
と
比
べ
違
和

感
は
な
い
。

　

「
雀
図
」
に
つ
い
て
い

く
つ
か
述
べ
て
お
け
ば
、

こ
れ
ま
で
の
南
岳
の
印

で
「
田
巌
」
は
未
確
認
で

は
な
い
か
（
６
）

。
巌
は
名

で
あ
る
が
「
田
」
は
「
奥

田
」
の
一
字
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
茶
山
が

日
記
に
「
奥
田
南
岳
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
南
岳
が
こ
の
時
、
渡
辺
姓
で
は
な
く
奥
田

姓
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ

て
お
ら
ず
、
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
茶
山
は
、
渡
辺
南
岳
で
は
な
く
、
奥
田
南
岳
と
し

て
知
り
会
っ
た
の
で
あ
る
。
南
岳
の
奥
田
姓
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
う
少
し
触
れ
た
い
。

　

で
は
二
番
目
の
疑
問
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
八
月
二
十
七
日
以
前
に
ど
こ
か
で
茶
山
は
南

岳
と
会
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「
北
上
日
記
」
の
第
一
・
第
二
の
記
述
を
紹
介
す
る
富
士

川
氏
の
『
菅
茶
山
』
を
再
度
確
認
す
る
と
、
奥
田
南
岳
と
い
う
人
物
の
記
載
は
見
当
た
ら

な
い
が
、
八
月
五
日
に
奥
田
兔
毛
と
い
う
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

や
や
長
く
な
る
が
、
こ
の
部
分
の
記
述
を
再
録
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
同
書
で
は
茶

山
の
日
記
を
原
文
で
は
な
く
書
き
下
し
で
記
述
す
る
一
方
、
漢
字
は
あ
え
て
旧
字
体
で
表

記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
現
行
の
新
字
体
に
改
め
て
再
録
す
る
。
ま
た
、
人
名
や
語
注

は
、
引
用
者
が
適
宜
（　

）
で
補
足
し
て
い
る
。

　

「
五
日
、
双
林
寺
の
画
会
に
赴
く
。
路
に
て
春
日
亀
弥
太
郎
に
過
り
（
＝
立
ち
寄
り
）
、

植
田
与
斎
（
＝
上
田
秋
成
）
と
値
う
。
さ
ら
に
高
桑
闌
更
に
過
り
、
午
後
、
寺
に
入
り

て
、
衆
画
を
歴
覧
す
。
悉
く
記
す
べ
か
ら
ず
。
席
上
、
皆
川
翁
（
＝
皆
川
淇
園
）
字
及
び

画
を
作
り
、
衆
画
人
、
画
を
作
る
。
宴
飲
二
更
に
至
る
。
蓋
し
雅
集
な
り
。
是
の
会
、
余

と
予
め
約
せ
し
者
は
蠣
公
子
（
＝
蠣
崎
波
響
）
、
雲
卿
（
＝
大
原
呑
響
）
、
織
田
の
数
子

な
り
。
始
め
て
見
た
る
者
は
皆
川
淇
園
、
村
上
東
洲
、
岸
雅
楽
之
介
（
＝
岸
駒
）
…
…
竹

亭
…
…
関
山
…
南
渓
、
呉
月
渓
（
＝
呉
春
）
、
奥
田
兎
毛
、
旧
識
は
為
岡
丹
岳
、
其
の
余

り
は
皆
な
面
生
（
＝
見
知
ら
ぬ
）
の
人
。
席
上
、
諸
客
に
請
う
て
余
が
懐
挟
せ
る
袱
に
画

か
し
む
（
７
）

。
」

　

大
意
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
八
月
）
五
日
、
茶
山
は
京
都
円
山
の
双
林
寺
で
催
さ
れ

た
書
画
会
に
参
加
し
た
。
蠣
崎
波
響
、
大
原
呑
響
ら
と
事
前
に
約
束
が
あ
っ
て
の
参
加
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
画
家
た
ち
の
作
品
が
多
く
飾
ら
れ
て
あ
り
、
参
加
者
の
一
人
の
皆

川
淇
園
は
そ
の
場
で
書
画
作
品
を
作
り
、
多
く
の
画
家
も
そ
の
場
で
画
を
描
い
て
い
た
と

い
う
。
皆
川
淇
園
、
村
上
東
洲
、
岸
駒
、
関
山
、
南
渓
、
呉
春
、
奥
田
兔
毛
ら
と
初
め
て

会
っ
た
。
円
山
派
の
主
要
人
物
が
並
ぶ
。

　

酒
宴
を
伴
う
会
で
、
茶
山
は
「
雅
集
」
と
絶
賛
し
た
。
宴
の
最
中
、
茶
山
は
懐
中
の
袱

を
取
り
出
し
彼
ら
に
絵
を
所
望
し
た
と
い
う
。

　

「
奥
田
兎
毛
」
に
話
を
戻
そ
う
。
「
兎
毛
」
は
柔
ら
か
な
絵
筆
の
素
材
で
あ
り
、
奥
田

は
画
家
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
奥
田
南
岳
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
茶
山
の

「
北
上
日
記
」
に
は
他
に
奥
田
姓
の
人
物
は
記
さ
れ
な
い
。

　

結
果
を
先
取
り
す
れ
ば
、
「
奥
田
兎
毛
」
は
南
岳
で
良
い
と
見
ら
れ
る
。

　

兵
庫
県
香
美
町
に
あ
る
大
乗
寺
は
、
円
山
応
挙
と
そ
の
一
門
が
襖
絵
や
障
壁
画
を
製

作
し
、
現
在
、
そ
れ
ら
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
同
寺

に
伝
わ
る
古
文
書
群
（
大
乗
寺
文
書
）
に
円
山
派
の
画
家
名
ら
四
十
二
名
が
記
さ
れ
て
い

上　写真1a
渡辺南岳画「雀図」
紙本着色（28.1㎝×59.9㎝）

右　写真1b
「雀図」落款
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る
一
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
表
題
は
な
く
「
円
山
派
名
簿
」
と
い
う
仮
題
で
紹
介
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
（
８
）

。
作
成
年
代
は
、
寛
政
六
～
七
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料

の
作
成
目
的
は
不
明
な
が
ら
も
、
「
円
山
派
の
人
脈
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
た
い
へ
ん
貴

重
な
資
料
」
と
さ
れ
る
（
９
）

。
「
北
上
日
記
」
に
登
場
す
る
人
物
名
と
重
複
も
多
く
興
味

深
い
が
、
こ
こ
に
南
岳
の
名
も
あ
る
。
そ
し
て
「
南
岳
」
と
書
か
れ
る
そ
の
右
肩
に
「
奥
田

兎
毛
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
人
物
は
「
奥
田
南
岳
」
、
つ
ま
り
茶
山
が
会
っ
た
そ
の
人

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
雀
図
」
で
「
田
巌
」
「
維
石
」
の
落
款
印
と
と
も
に
「
南
岳

写
」
と
署
名
し
た
人
物
が
渡
辺
南
岳
と
見
な
さ
れ
る
の
は
す
で
に
見
た
が
、
そ
の
人
物
は

「
奥
田
南
岳
」
で
あ
り
、
こ
の
時
期
、
南
岳
は
「
奥
田
姓
」
を
称
し
て
い
た
と
見
て
良
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
今
回
初
確
認
の
落
款
印
「
田
巌
」
は
「
奥
田
巌
」
か
ら
採
用
し
た

も
の
と
解
し
た
い
。

　

茶
山
と
南
岳
の
出
会
い
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
寛
政
六
年
八
月
五

日
に
茶
山
は
画
会
で
南
岳
と
初
対
面
を
果
た
し
、
他
の
画
家
た
ち
と
同
様
、
南
岳
に
も
画

を
所
望
し
た
。
こ
れ
に
応
え
南
岳
が
描
い
た
の
が
「
雀
図
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
茶
山

は
、
こ
の
日
知
り
合
っ
た
「
兎
毛
」
と
名
乗
る
人
物
の
画
号
が
彼
の
作
品
（
お
そ
ら
く
は

「
雀
図
」
）
か
ら
「
南
岳
」
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
以
後
の
日
記
（
「
北
上
日
記
」
第
三
）

で
は
「
奥
田
兎
毛
」
で
は
な
く
「
奥
田
南
岳
」
と
記
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
大
乗
寺
文
書
「
円
山
派
名
簿
」
は
多
く
の
研
究
者
が
目
に
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
が
、
南
岳
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
（
10
）

。
こ
こ
に
見
え

る
「
南
岳
」
が
渡
辺
南
岳
を
指
す
と
強
く
推
測
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料

が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
史
料
の
推
定
年
代
と
、
茶
山
の
「
北
上
日
記
」
や
「
甲
寅
画
巻
」
の
年
代
は
近
接

し
て
お
り
、
「
円
山
派
名
簿
」
が
大
乗
寺
の
作
画
に
関
与
し
た
人
物
を
列
記
す
る
も
の
で

あ
っ
た
な
ら
、
南
岳
も
ま
た
、
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

次
に
、
も
う
一
つ
、
菅
茶
山
関
係
資
料
か
ら
、
文
化
元
年
の
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

「
祖
餞
会
書
画
請
帖
」
と
い
う
題
を
持
つ
二
十
五
セ
ン
チ
四
方
の
摺
物
で
あ
る
（
11
）

（
写
真
２
）
。
杉
本
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
改
め
て
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

福
山
藩
の
藩
儒
を
務
め
て
い
た
茶
山
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
、
在
江
戸
の
藩

主
阿
部
正
精
に
よ
っ
て
江
戸
出
府
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
年
の
二
月
か
ら
十
月
ま
で
江
戸
に

滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
茶
山
は
別
に
日
記
を
付
け
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
日
記
は

残
念
な
が
ら
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
寛
政
六
年
の
京
坂
で
の
滞
在
時
の
よ
う
な
詳

細
な
足
取
り
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
方
の
渡
辺
南
岳
は
、
杉
本
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
江
戸
に
滞
在
し
、

谷
文
晁
や
亀
田
鵬
斎
ら
と
親
交
を
深
め
な
が
ら
円
山
派
の
画
風
を
伝
え
て
い
た
。

　

文
化
元
年
の
両
名
を
つ
な
ぐ
こ
の
資
料
は
、
讃
岐
の
画
家
二
名
が
江
戸
滞
在
を
終
え
て

帰
郷
す
る
に
当
た
り
、
江
戸
で
親
交
が
あ
っ
た
人
々
が
餞
別
と
し
て
文
化
元
年
三
月
八
日

に
書
画
会
を
企
画
し
、
そ
れ
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
案
内
状
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
関

係
者
に
配
付
さ
れ
、
当
時
江
戸
に
い
た
茶
山
も
入
手
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
摺
物
に
は
、
企
画
の
発
起
人
と
「
接
伴
」
（
賛
同
者
）
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
賛
同

者
に
は
、
文
化
元
年
に
茶
山
と
親
交
を
深
め
た
鈴
木
芙
蓉
（
徳
島
藩
御
用
絵
師
）
、
谷
文

晁
、
釧
雲
泉
（
白
河
藩
御
用
絵
師
）
ら
と
と
も
に
渡
辺
南
岳
も
名
を
連
ね
て
い
た
。

　

茶
山
は
谷
文
晁
、
鈴
木
芙
蓉
と
も
親
交
が
深
く
、
こ
の
年
の
七
月
に
柴
野
栗
山
邸
で
茶

山
の
餞
別
の
宴
が
開
か
れ
た
際
に
は
、
文
晁
と
芙
蓉
も
参
加
し
、
両
名
が
宴
の
様
子
を
描

い
て
茶
山
に
贈
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
茶
山
は
白
河
藩
の
文
化
人
た
ち
と
も
親

交
が
深
く
釧
雲
泉
と
も
旧
知
の
仲
で
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
月
に
は
釧
雲
泉
は
神
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辺
に
菅
茶
山
を
訪
問
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
茶
山
と
雲
泉
の
二
人
は
文
化

元
年
六
月
に
隅
田
川
で
蠣
崎
波
響

ら
と
共
に
舟
遊
の
宴
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　

こ
の
小
さ
な
摺
物
に
も
墨
書
で

「
百
八
番
」
と
整
理
番
号
が
付
さ
れ

て
お
り
、
茶
山
は
こ
の
案
内
状
を
旅

の
思
い
出
の
品
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
「
祖
餞
会
書
画
請
帖
」
に
記
さ
れ

る
面
々
は
、
茶
山
と
交
流
が
あ
る
者
も
多
く
、
茶
山
が
こ
の
書
画
会
に
足
を
運
ん
だ
可
能

性
に
高
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
寛
政
六
年
の
初
対
面
以
来
十
年
ぶ
り
に
南
岳
と
茶
山
は

再
会
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
現
時
点
で
は

こ
の
事
実
は
確
認
で
き
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
。

３　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
渡
辺
南
岳
作
品
に
つ
い
て　

３　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
渡
辺
南
岳
作
品
に
つ
い
て　

　

こ
こ
で
は
渡
辺
南
岳
画
菅
茶
山
賛
「
芍
薬
図
」
を
紹
介
す
る
（
12
）
（
写
真
３
ａ
）
。
絹
本

著
色
の
軸
装
で
、
本
資
料
は
購
入
品
で
あ
る
。
当
館
で
は
平
成
八
年
の
第
二
回
収
蔵
資
料

展
等
で
公
開
し
た
。
南
岳
の
画
に
茶
山
着
賛
し
た
作
品
は
管
見
で
は
本
作
の
み
で
あ
る

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

画
題
の
と
お
り
芍
薬
を
描
く
作
品
で
、
落
款
は
「
南
岳
」
の
署
名
と
「
巌
之
印
」
「
維

石
」
の
印
が
捺
さ
れ
る
（
写
真
３
ｂ
）
。
よ
く
見
る
と
左
下
の
葉
に
一
羽
の
黄
色
い
蝶
が
止

ま
っ
て
い
る
。
茶
山
が
こ
れ
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
の
は
、
漢
詩
か
ら
も
分
か
る
。

　

茶
山
の
賛
は
「
維
楊
三
二
月 

／ 

紅
薬
擅
春
華 

／ 

不
知
蝴
蝶
夢 

／ 

更
迷
何
處

花
」
と
あ
る
。
五
言
絶
句
の
漢
詩
で
署
名
は
「
晋
帥
」
。
茶
山
の
漢
詩
集
『
黄
葉
夕
陽
村

舎
詩
』
の
後
編
第
三
巻
に
「
芍
薬
睡
蝶
図
」
と
題
さ
れ
た
漢
詩
が
あ
り
、
こ
れ
と
比
較

す
る
と
、
三
句
目
「
蝴
蝶
」
が
詩
集
で
は
「
胡
蝶
」
、
四
句
目
「
更
迷
」
が
詩
集
で
は
「
更

尋
」
と
な
っ
て
お
り
、
字
句
の
異
同
が
あ
る
が
、
同
一
の
漢
詩
で
あ
る
。
「
蝴
蝶
夢
」
は
中

国
の
思
想
家
荘
氏
の
有
名
な
故
事
で
あ
る
。
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
漢
詩
の
冒
頭
「
維
」

は
、
茶
山
が
南
岳
の
字

あ
ざ
な「

維
石
」
を
意
識
し
て
、
意
図
的
に
選
択
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
は
、
ほ
ぼ
作
成
年
代
順
に
漢
詩
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
本
詩
は

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
冬
頃
と
み
ら
れ
る
。
南
岳
が
亡
く
な
る
一
年
と
少
し
前
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
南
岳
は
京
都
に
い
て
茶
山
は
神
辺
に
い
る
。
詩
題
が
「
芍
薬
睡

蝶
図
」
と
あ
る
の
で
南
岳
の
絵
が
先
で
漢
詩
が
後
と
わ
か
る
。
神
辺
に
い
る
茶
山
の
も
と

に
南
岳
の
画
を
届
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
美
術
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
る
が
、
渡
辺
南
岳
と
言
え
ば
一
般
に
、
俳
諧
の

　写真2　祖餞会書画請帖
　　左下　「接伴」の一人に渡辺南岳を記す。

下　写真3b
　「芍薬図」落款

右　写真3a
　渡辺南岳
　菅茶山賛
　「芍薬図」
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挿
絵
で
確
認
で
き
る
よ
う
な
軽
妙
な
人
物
描
写
の
小
品
の
ほ
か
、
美
人
図
や
鯉
図
に
代
表

さ
れ
る
繊
細
な
筆
致
が
特
色
の
画
家
と
さ
れ
る
。
草
花
図
で
は
「
四
季
草
花
絵
巻
」
（
東

京
芸
術
大
学
所
蔵
）
が
代
表
作
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
芍
薬
図
」
は
、
大
き
な
筆

さ
ば
き
を
基
調
と
す
る
一
方
、
細
か
な
筆
致
が
み
ら
れ
ず
、
や
や
違
和
感
が
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
、
晩
年
の
南
岳
に
つ
い
て
、
気
に
な
る
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
木

村
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
「
晩
年
失
明
し
た
」
と
い
う
川
端
玉
章
の
証
言
と
、
杉
本
論
文
に

お
け
る
、
南
岳
は
亡
く
な
る
数
年
前
か
ら
「
寄
進
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
捨
下
的
」
印

を
用
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
漢
詩
が
文
化
八
年
冬
の
作
品
な
の
で
「
芍
薬
図
」

は
そ
れ
以
前
の
作
画
で
あ
る
こ
と
が
確
実
だ
が
、
本
作
の
筆
致
の
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う

な
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
邪
推
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
仮
に
眼
病
を

患
っ
て
い
た
と
考
え
る
と
、
細
か
な
筆
致
を
用
い
な
い
「
芍
薬
図
」
の
作
画
期
は
、
茶
山
の

詩
作
時
期
と
年
単
位
の
時
間
差
を
想
定
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
杉
本
論
文
で
提
示
さ
れ
る
、
版
本
資
料
に
み
る
南
岳
の
落
款
（
署
名
）
の
字

形
の
変
遷
に
照
ら
す
と
、
本
図
の
落
款
は
文
化
初
年
頃
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
先
述
の
「
四
季
草
花
絵
巻
」
の
落
款
も
ほ
ぼ
同
じ
字
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
晩
年
の
南
岳
の
肉
筆
画
を
始
め
、
年
代
が
確
定
で
き
る
作
例
の
増
加
を
待
っ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

菅
茶
山
関
係
資
料
に
は
茶
山
宛
て
の
書
簡
が
多
く
存
在
す
る
が
、
渡
辺
南
岳
か
ら
の

も
の
は
な
い
。
呉
春
が
茶
山
と
初
対
面
と
な
っ
た
日
は
、
先
述
の
通
り
南
岳
と
同
じ
寛
政

六
年
八
月
五
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
茶
山
と
長
く
交
流
を
持
っ
た
呉
春
に
比
べ
て
、
南

岳
と
茶
山
は
特
に
親
交
が
深
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
現
状
で
は
、
菅
茶
山
関
係
資
料
中

の
南
岳
に
関
す
る
記
述
は
、
管
見
で
は
「
北
上
日
記
」
の
記
述
以
外
に
は
知
ら
な
い
が
、

こ
の
資
料
群
の
ほ
か
の
史
料
、
例
え
ば
書
簡
の
文
面
な
ど
に
、
南
岳
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
可
能
性
は
あ
り
、
今
後
の
調
査
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
寛
政
六
年
頃
、
渡
辺
南
岳
は
奥
田
姓
を
名
乗
り
「
兎
毛
」
と
称
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
菅
茶
山
関
係
資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
代
の
書
簡

な
ど
の
諸
記
録
に
こ
の
よ
う
な
表
記
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
南
岳
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
し
て
、
本
稿
で
紹
介
し
た
二
点
の
南
岳
作
品
、
す
な
わ
ち
「
雀
図
」
と
「
芍
薬
図
」

は
、
と
も
に
年
記
は
な
い
も
の
の
、
製
作
年
代
が
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
結
果
、
寛
政
六
年
作
「
雀
図
」
は
、
現
在
確
認
で
き
る
南
岳
の
肉
筆
画
と
し
て
は

お
そ
ら
く
最
も
古
い
作
例
で
、
南
岳
の
基
準
作
の
一
つ
と
な
り
得
る
作
品
と
言
え
る
。
ま

た
、
「
芍
薬
図
」
は
、
落
款
等
の
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
同
じ
く
南
岳
の
最
晩
年
の

肉
筆
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
が
今
後
の
渡
辺
南
岳
の
研
究
の
進
展
に
多
少
と
も
役
立
て
ば
幸
甚
で
あ
る
。

【
註
】

１ 　

杉
本
論
文
（
参
考
文
献
６
）
の
註
２
に
、
最
近
の
南
学
研
究
と
し
て
主
な
も
の
を
列
記
し
て
い

る
。
木
村
論
文
（
参
考
文
献
２
）
の
ほ
か
に
も
昭
和
戦
前
期
か
ら
平
成
の
初
頭
ま
で
の
四
本
の
論

考
が
あ
る
が
、
作
品
紹
介
が
中
心
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
杉
本
氏
、
木
村
氏
の
論
考
に
拠
っ
た
。

２　

重
要
文
化
財
指
定
時
の
資
料
番
号
は
、
菅
茶
山
関
係
資
料　

絵
画-

56

３ 　

参
考
文
献
５
で
は
「
画
巻
二
十
四
」
と
し
て
解
説
文
と
と
も
に
応
挙
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。

４ 　

「
甲
寅
画
巻
」
に
は
①
維
明
上
人
「
雪
梅
図
」
、
②
呉
春
「
花
図
」
、
③
村
上
東
洲
「
臥
読
人
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物
図
」
、
④
橘
南
谿
「
山
水
図
」
、
⑤
渡
辺
南
岳
「
雀
図
」
、
⑥
岸
駒
「
人
物
休
息
図
」
、
⑦
関

山
「
山
水
図
」
、
⑧
小
林
亀
渓
「
墨
竹
図
」
、
⑨
紳
斎
「
人
物
休
息
図
」
、
⑩
大
原
呑
響
「
山
水

図
」
、
⑪
蠣
崎
波
響
「
野
鴨
図
」
、
⑫
円
山
応
挙
「
水
面
月
図
」
、
⑬
山
玩
「
山
水
図
」
、
⑭
玉
潾

「
墨
竹
図
」
の
順
で
十
四
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
８
か
ら
。
）
。
こ
れ
ら
の
人
物
の

作
品
中
、
紳
斎
、
応
挙
、
元
玩
、
玉
潾
は
「
北
上
日
記
」
中
、
確
認
で
き
な
い
が
、
残
り
の
十
名
は

寛
政
六
年
の
京
都
で
茶
山
が
知
遇
を
得
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
作
品
中
年
月
日
が
明
示
さ

れ
る
の
は
、
⑧
亀
渓
の
「
甲
寅
竹
酔
日
（
寛
政
六
年
五
月
十
三
日
）
」
と
③
東
洲
の
「
甲
寅
仲
秋

（
同
年
八
月
）
」
で
、
い
ず
れ
も
茶
山
の
京
都
滞
在
期
間
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
料
紙
を
肉
眼
で
観

察
し
た
と
こ
ろ
南
岳
作
品
を
含
む
数
点
は
東
洲
作
品
と
同
じ
料
紙
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

年
記
が
な
い
な
が
ら
も
南
岳
作
品
な
ど
は
寛
政
六
年
の
も
の
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。

５　

参
考
文
献
７　

七
十
八
ペ
ー
ジ
。

６ 　

杉
本
論
文
（
参
考
文
献
６
）
表
１
に
版
本
に
掲
載
さ
れ
た
南
岳
作
品
と
落
款
、
印
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
、
寛
政
期
の
も
の
を
含
め
「
田
巌
」
印
は
見
ら
れ
な
い
。

７ 　

参
考
文
献
３　

上
巻　

三
五
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
富
士
川
氏
の
著
書
で
は
言
及
は
な
い
が
、
当

館
蔵
の
原
文
書
の
画
像
で
引
用
か
所
を
確
認
す
る
と
、
「
・
・
竹
亭
」
な
ど
の
「
・
・
」
は
、
各
人

物
の
姓
に
つ
い
て
茶
山
が
失
念
等
で
記
載
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
伏
せ
字
と
し
て
記
号
的
に
用
い

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

８ 　

参
考
文
献
９
、
八
十
二
ペ
ー
ジ
に
図
版
掲
載
。
こ
の
史
料
は
、
大
乗
寺
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大

乗
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
も
大
乗
寺
文
書
「
書
簡
（
２
）
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
（http://

m
useu

m.daijyoji.or.jp/enlargement/03-06/d39301-2b.html

令
和
四
年
十
一
月
十
一
日

最
終
確
認
）
。

９　

参
考
文
献
９
、
八
十
二
ペ
ー
ジ
の
解
説
文
か
ら
。

10 　

註
９
と
同
じ
解
説
文
で
は
、
こ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
る
円
山
派
の
著
名
な
画
家
を
記
載
順
に

数
名
列
記
す
る
が
、
原
在
中
（
史
料
中
十
三
番
目
記
載
）
の
次
に
記
載
が
あ
る
南
岳
（
同
二
十
一

番
目
）
に
は
言
及
せ
ず
、
岸
駒
（
同
二
十
六
番
目
）
を
記
す
。
南
岳
を
記
さ
な
か
っ
た
の
は
「
奥

田
兎
毛
」
の
註
記
も
あ
り
、
こ
れ
が
渡
辺
南
岳
を
指
す
と
い
う
裏
付
け
が
な
か
っ
た
た
め
と
推
察

さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
参
考
文
献
７
に
掲
載
さ
れ
た
表
「
「
北
上
日
記
第
三
」
人
物
一
覧
」
で
も

渡
辺
南
岳
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

11 　

重
要
文
化
財
指
定
時
の
資
料
番
号
は
、
菅
茶
山
関
係
資
料　

典
籍
類-2661

　

な
お
、
参
考
文
献
５
に
も
図
版
と
資
料
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

12 　

本
紙
寸
法
は
、
縦
九
八
・
五
、
横
三
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
図
版
は
参
考
文
献
４
に
掲
載
。

参
考
文
献
・
資
料

１　

「
渡
辺
南
岳
先
生　

四
季
草
花
絵
巻
」
（
復
刻
）　

大
正
十
年　

巧
藝
社

２ 　

木
村
重
圭
「
渡
辺
南
岳
に
つ
い
て
」（
大
和
文
華
館
『
大
和
文
華
』
第
六
七
号
所
収
）
一
九
八
一
年

３　

富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
一
九
九
〇
年　

福
武
書
店　

４　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
図
録
『
第
二
回
収
蔵
資
料
展
』
平
成
八
年

５　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
『
菅
茶
山
の
世
界
Ⅱ
』
平
成
十
年

６　

杉
本
欣
久
氏
「
［
館
蔵
品
研
究
］
「
鯉
図
屏
風
」
と
画
家
・
渡
辺
南
岳
に
つ
い
て
」

　

（
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
『
古
文
化
研
究
』
第
七
号
所
収
）
平
成
二
〇
年

７ 　

岡
野
将
士　

翻
刻
協
力
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
資
料
紹
介
「
北
上
日
記
第
三
」
」

（
『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
所
収
）
平
成
二
十
一
年

８ 　

『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
資
料
目
録
八　

重
要
文
化
財
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
指
定
品
目

録
』
平
成
二
十
八
年

９　

平
井
啓
修
、
古
田
亮
ほ
か
編
『
円
山
応
挙
か
ら
近
代
京
都
画
壇
へ
』
二
〇
一
九
年


